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平成３０年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

０３８ 
提案機関名 農業技術センター普及指導部 

要望問題名 

大規模な露地および施設野菜生産におけるセルトレイ育苗苗（購入）の直接定植による経済性の調査・検討 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

全国をみるとセルトレイで育苗された苗を購入し、定植して生産している農業生産者は多くなっている。種

苗購入により、育苗管理にかけていた施設・資材や管理のための労力や経費が不要となるとともに、セルトレ

イ育苗専用の農薬の使用や専用の施設における栽培管理で健全な苗の安定入手が可能となる。 

本県は比較的小規模な生産者が多くて購入苗利用が遅れているが、生産規模拡大志向者等は存在する。そこ

で、規模別でセルトレイ育苗苗導入時の経済性のメリットを理解することが出来るようなデータが求められ

る。 

 県内全域 

 

 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

回答機関名 農業技術センター 担当部所 企画経営部 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

 かながわの農業経営を安定強化するための調査研究 

対応の内容等 

 現在、経済性指標の改訂に取り組んでおりますが、購入苗を利用する生産者が多くなっていることを受け、

つぎの作物では、購入苗を利用した経済性を算出する予定です。 

 ・ ナス夏秋どり栽培、・トマト抑制栽培 ・トマト販促性栽培、 

・トマト（ロックウール養液）抑制栽培、・トマト（ロックウール養液）促成栽培、・キュウリ抑制栽培 

  

算出した指標をもとに、購入苗導入による必要な資本装備、経費、作業時間の変化についてまとめ情報を提

供致します。 

 

 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


